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はじめに

概要
SunOSリファレンスマニュアルは、初めて SunOSを使用するユーザーやすでにある
程度の知識を持っているユーザーのどちらでも対応できるように解説されていま
す。このマニュアルを構成するマニュアルページは一般に参照マニュアルとして作
られており、チュートリアルな要素は含んでいません。それぞれのコマンドを実行
すると、どのような結果が得られるかについて、詳しく説明されています。なお、
各マニュアルページの内容はオンラインでも参照することができます。

このマニュアルは、マニュアルページの内容によっていくつかのセクションに分か
れています。各セクションについて以下に簡単に説明します。

■ セクション 1は、オペレーティングシステムで使えるコマンドを説明します。
■ セクション 1Mは、システム保守や管理用として主に使われるコマンドを説明し
ます。

■ セクション 2は、すべてのシステムコールについて説明します。ほとんどのシス
テムコールに 1つまたは複数のエラーがあります。エラーの場合、通常ありえな
い戻り値が返されます。

■ セクション 3は、さまざまなライブラリ中の関数について説明します。ただし、
UNIXシステムプリミティブを直接呼び出す関数については、セクション 2で説
明しています。

■ セクション 4は、各種ファイルの形式について説明します。また、ファイル形式
を宣言するC構造体を適用できる場合には随時説明しています。

■ セクション 5は、文字セットテーブルなど他のセクションには該当しないものに
ついて説明します。

■ セクション 7は、特殊なハードウェア周辺装置またはデバイスドライバに関する
さまざまな特殊ファイルについて説明します。STREAMSソフトウェアドライ
バ、モジュール、またはシステムコールの STREAMS汎用セットについても説明
します。

■ セクション 9は、カーネル環境でデバイスドライバを記述するのに必要な参照情
報を提供します。ここでは、デバイスドライバインタフェース (DDI)とドライ
バ/カーネルインタフェース (DKI)という 2つのデバイスドライバインタフェース
仕様について説明します。
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■ セクション 9Fは、デバイスドライバが使用できるカーネル関数について説明しま
す。

以下に、このマニュアルの項目を表記されている順に説明します。ほとんどのマ
ニュアルページが下記の項目からなる共通の書式で書かれていますが、必要でない
項目については省略されています。たとえば、記述すべきバグがコマンドにない場
合などは、「使用上の留意点」という項目はありません。各マニュアルページの詳
細は各セクションの introを、マニュアルページの一般的な情報については man(1)を
参照してください。

名前 コマンドや関数の名称と概略が示されています。

形式 コマンドや関数の構文が示されています。標準パスにコマンドや
ファイルが存在しない場合は、フルパス名が示されます。字体
は、コマンド、オプションなどの定数にはボールド体 (bold)を、
引数、パラメータ、置換文字などの変数にはイタリック体 (Italic)
または <日本語訳>を使用しています。オプションと引数の順番
は、アルファベット順です。特別な指定が必要な場合を除いて、
1文字の引数、引数のついたオプションの順に書かれています。

以下の文字がそれぞれの項目で使われています。

[ ] このかっこに囲まれたオプションや引数は省略できま
す。このかっこが付いていない場合には、引数を必ず
指定する必要があります。

. . . 省略符号。前の引数に変数を付けたり、引数を複数指
定したりできることを意味します (例: ‘ filename . . .')。

| 区切り文字 (セパレータ)。この文字で分割されている
引数のうち 1つだけを指定できます。

{ } この大かっこに囲まれた複数のオプションや引数は省
略できます。かっこ内を 1組として扱います。

プロトコル この項が使われているのは、プロトコルが記述されているファイ
ルを示すサブセクション 3Rだけです。パス名は常にボールド体
(bold)で示されています。

機能説明 コマンドの機能とその動作について説明します。実行時の詳細を
説明していますが、オプションの説明や使用例はここでは示され
ていません。対話形式のコマンド、サブコマンド、リクエスト、
マクロ、関数などに関しては「使用法」で説明します。

IOCTL セクション 7だけに使用される項です。ioctl(2)システムコール
へのパラメータは ioctlと呼ばれ、適切なパラメータを持つデバ
イスクラスのマニュアルページだけに記載されています。特定の
デバイスに関する ioctlは、(そのデバイスのマニュアルページ
に)アルファベット順に記述されています。デバイスの特定のク

はじめに
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ラスに関する ioctlは、mtio(7I)のように ioで終わる名前が付い
ているデバイスクラスのマニュアルページに記載されています。

オプション 各オプションがどのように実行されるかを説明しています。「形
式」で示されている順に記述されています。オプションの引数は
この項目で説明され、必要な場合はデフォルト値を示します。

オペランド コマンドのオペランドを一覧表示し、各オペランドがコマンドの
動作にどのように影響を及ぼすかを説明しています。

出力 コマンドによって生成される出力 (標準出力、標準エラー、また
は出力ファイル)を説明しています。

戻り値 値を返す関数の場合、その値を示し、値が返される時の条件を説
明しています。関数が 0や -1のような一定の値だけを返す場合
は、値と説明の形で示され、その他の場合は各関数の戻り値につ
いて簡単に説明しています。voidとして宣言された関数はこの項
では扱いません。

エラー 失敗の場合、ほとんどの関数はその理由を示すエラーコードを
errno変数の中に設定します。この項ではエラーコードをアル
ファベット順に記述し、各エラーの原因となる条件について説明
します。同じエラーの原因となる条件が複数ある場合は、エラー
コードの下にそれぞれの条件を別々のパラグラフで説明していま
す。

使用法 この項では、使用する際の手がかりとなる説明が示されていま
す。特定の決まりや機能、詳しい説明の必要なコマンドなどが示
されています。組み込み機能については、以下の小項目で説明し
ています。

コマンド
修飾子
変数
式
入力文法

使用例 コマンドや関数の使用例または使用方法を説明しています。でき
るだけ実際に入力するコマンド行とスクリーンに表示される内容
を例にしています。例の中には必ず example%のプロンプトが出
てきます。スーパーユーザーの場合は example#のプロンプトに
なります。例では、その説明、変数置換の方法、戻り値が示さ
れ、それらのほとんどが「形式」、「機能説明」、「オプ
ション」、「使用法」の項からの実例となっています。

環境 コマンドや関数が影響を与える環境変数を記述し、その影響につ
いて簡単に説明しています。

はじめに
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終了ステータス コマンドが呼び出しプログラムまたはシェルに返す値と、その状
態を説明しています。通常、正常終了には 0が返され、0以外の
値はそれぞれのエラー状態を示します。

ファイル マニュアルページが参照するファイル、関連ファイル、およびコ
マンドが作成または必要とするファイルを示し、各ファイルにつ
いて簡単に説明しています。

属性 属性タイプとその対応する値を定義することにより、コマンド、
ユーティリティ、およびデバイスドライバの特性を一覧していま
す。詳細は attributes(5)を参照してください。

関連項目 関連するマニュアルページ、当社のマニュアル、および一般の出
版物が示されています。

診断 エラーの発生状況と診断メッセージが示されています。メッセー
ジはボールド体 (bold)で、変数はイタリック体 (Italic)または <日
本語訳>で示されており、Cロケール時の表示形式です。

警告 作業に支障を与えるような現象について説明しています。診断
メッセージではありません。

注意事項 それぞれの項に該当しない追加情報が示されています。マニュア
ルページの内容とは直接関係のない事柄も参照用に扱っていま
す。ここでは重要な情報については説明していません。

使用上の留意点 すでに発見されているバグについて説明しています。可能な場合
は対処法も示しています。

はじめに
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Intro_jfp, intro_jfp – JFP管理コマンドおよびアプリケーションプログラムの序章

本セクションでは、各マニュアルページで説明するコマンドがどのパッケージに含
まれているのかを記述します。各コマンドを使用するには、ここで記述している
パッケージがオペレーティングシステムにインストールされていなければなりませ
ん。パッケージの追加については、pkgadd(1m)を参照してください。

本セクションでは、主にシステムの保守や管理に使用する JFPコマンドを、アル
ファベット順に説明します。

特に説明しないかぎり、本セクションで説明するコマンドは、以下の構文に
従って、オプションやその他の引数を受け付けます。

name [option(s)] [cmdarg(s)]

name 実行可能ファイルの名前です。

option -noargletter(s)または -argletter< >optarg

< >は、空白 (オプション)。

noargletter 引数が必要ないオプション 1文字を表します。

argletter 引数が必要なオプション 1文字を表します。

optarg argletterに必要な引数 (文字列)です。

cmdarg パス名 (または他のコマンドの引数)。 –だけを指定すると標準入
力を表します。

このセクション中にリストされている属性については attributes(5)のマニュアル
ページを参照してください。

getopt(1), getopt(3C), attributes(5)

終了時、すべてのコマンドは、正常に終了すると 0を返します。ゼロでない値を返
した場合、間違った引数を指定した、不良で受け入れることができないデータを
指定した、その他、現在はうまく処理できないなどの障害を示します。このよう
な値は、「終了コード」、「終了ステータス」、「リターンコード」などさまざま
な呼ばれ方をします。そして、特別な使い方がある場合に限って説明されます。

すべてのコマンドにおいて標準の構文に準拠しているわけではありません。

名前 説明

Intro_jfp(1M) JFP管理コマンドおよびアプリケーションプログラム
の序章

atok12mngtool(1m) ATOK12ユーザー情報の管理。本リリースより提供さ
れません。

cssd(1M) CSの起動と監視を行うデーモン

名前

使用条件

機能説明

コマンドの構文

属性

関連項目

診断

注意事項

コマンド一覧

Intro_jfp(1M)
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jserver(1M) かな漢字変換マルチクライアントサーバー

wnnsysenv_server(1M) jserver環境設定ユーティリティー

dpkeyserv(1M) ライセンスサーバー

dpkeystat(1M) ライセンスの使用状況の表示と制御

jserver(1M) かな漢字変換サーバー

wnnaccess(1M) かな漢字変換サーバー/辞書引きサーバーのアクセス
制御

wnnds(1M) Wnn6辞書引きサーバー。本リリースから提供されま
せん。

wnnkill(1M) かな漢字変換サーバーの終了。本リリースから提供さ
れません。

wnnoffline(1M) Wnn6オフライン学習。本リリースから提供されませ
ん。

wnnudmerge(1M) Wnn6登録語自動反映モジュール。本リリースから提
供されません。

Intro_jfp(1M)

序章 11
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atok12mngtool – ATOK12ユーザー情報の管理

atok12mngtool

atok12mngtoolコマンドは本リリースから提供されなくなりました。ATOK for
Solarisではユーザ辞書はユーザのホームにおかれるようになり管理ツール自体が不
要になりました。

名前

形式

機能説明

atok12mngtool(1m)

JFPリファレンスマニュアル 1M :システム管理コマンド • 最終更新日 2006年 3月 9日14



cssd – CSの起動と監視を行うデーモン

/usr/sbin/cssd [-f filename]

SUNWjfpu

cssdはMLE (複数言語環境)で提供されるCSを起動したり、監視したりするための
コマンドです。各CSを起動後、cssdはCSが終了すると (異常終了を含む)そのCS
を 5秒後に再び起動します。

CS起動情報ファイル /etc/css.confは、CS起動情報ディレクトリを記述します。
このファイルはカスタマイズすることができます。cssdは起動時にこのファイルを
読み、CS起動情報ディレクトリを取得します。そして、それらのCS起動情報
ディレクトリに置かれているすべての実行ファイルを起動します。通常、CS起動
情報ディレクトリにはCSの実体ではなくCS起動スクリプトを置いて間接的にCS
を起動します。

CS起動スクリプトは、CS起動情報ディレクトリに置かれます。 cssdは、
/etc/css.confの最初のCS起動情報ディレクトリから順にすべてのCS起動スクリ
プトを探して実行します。同一のファイル名を持つ複数のスクリプトが存在する場
合は、最初に見つかったスクリプトのみ実行されます。

cssdはシグナル SIGHUPを受信すると、/etc/css.confを読み直してすべてのCS起
動スクリプトを検索し、次に該当するCS起動スクリプトを再起動、新規起動、ま
たは終了させます。

最終修正時刻が変更されている (再起動)
新しく増えた (新規起動)
削除された (終了)

cssdはシグナル SIGTERMを受信すると、cssdの管理下にある各CSに SIGTERMシ
グナルを送って自分自身は終了します (通常、このシグナルによりCSも終了しま
す)。

cssdはデーモンの機能として、syslogd(1M)に対して、レベル errでエラー情報
を、また、レベル noticeで起動・再起動などの情報を送ります。

-f

filename
CS起動情報ファイルを指定します。このオプションを指定しない場
合、/etc/css.confが用いられます。

/etc/css.conf 省略時CS起動情報ファイル

css.conf(4), syslogd(1M)

CS起動スクリプトにそれ自身のプロセスをCSで execするように記述した場合、そ
のCSが終了しても cssdはCS起動スクリプトが終了したと認識し、その旨の syslog
メッセージを出力します。

名前

形式

使用条件

機能説明

CS起動情報ファイ
ル

起動スクリプト

起動情報の再取得

終了方法

エラー情報

オプション

ファイル

関連項目

使用上の留意点

cssd(1M)
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dpkeyserv –ライセンスサーバー

/usr/lib/wnn/dpkeyserv [-a file] [-f file] [-l] [-L] [-t min] [-v] [-localhost]

dpkeyservは、かな漢字変換サーバー jserverの使用許諾権 (ライセンス)を供与し
ます。ライセンス管理の形式 (アプリケーション名、最大供与ライセンス数、ライ
センスパスワードの設定)は、/etc/wnn/dp/dpkeylistに登録します。

通常、システム立ち上げ時に起動されますが、もし、マニュアルで立ち上げる必要
のある場合は、以下のとおりです。

svcadm enable wnn8/server

以下のオプションによって、動作を指定します。

-a file デフォルトの dpkeyallowの代わりに、 fileをアクセス制御リスト
として読み込みます。

-f file デフォルトの dpkeylistの代わりに、 fileをソフトウェア許諾リ
ストとして読み込みます。

-l dpkeyservのログファイルを保存します。環境変数
DPKEY_LOGFILEが設定されていなければ、/var/lib/wnn/dp/logに
ログを出力します。

-L -lオプションと同様に、dpkeyservのログファイルを保存しま
す。-lオプションと比べて、通信パケットのダンプを追加保存
します。

-t min アプリケーションが未使用のまま指定した時間を経過すると、
そのライセンスを強制開放します。時間指定は「分」単位で行
います。dpkeylistの「未使用のタイマー」と同じ機能です
が、-tでは管理する全ソフトウェアに対して有効となります。

-v バージョン情報を表示します。

-localhost localhostからの接続のみを受け付けます。

dpkeylist 使用許諾情報ファイル (ライセンス)

dpkeyallow アクセス制御ファイル

次の属性については attributes(5)のマニュアルページを参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWjwnsu

dpkeystat(1M)

名前

形式

機能説明

オプション

ファイル

属性

関連項目

dpkeyserv(1M)
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dpkeystat –ライセンスサーバー管理コマンド

/usr/lib/wnn/dpkeystat [-D host] [-h host] [-a application] [-u user] [-i interval]
[ [-y] number] [-v]

dpkeystatは、ライセンスを取得しているクライアントの表示とライセンスの開放
を行います。

以下のオプションにより動作を指定します。

-D host dpkeyservが起動しているホスト名を指定します。省略時には、
localhostまたは、サーバーアクセスリスト
/etc/wnn/dp/dpkeyservlistに登録されているホストが適用され
ます。

-h host 指定されたホストで起動しているクライアント情報のみ表示し
ます。

-a application 指定されたアプリケーション情報のみを表示します。

-u user 指定されたユーザー情報のみを表示します。

-i interval 情報表示を intervalごとに繰り返します。「秒」単位で指定しま
す。Ctrl+Cなどで強制終了させるまで無限に繰り返します。

[-y] number 現在使用されているライセンスを開放します。numberには、開
放するライセンス番号を指定します。-yオプションを使用する
と、確認を行わずにライセンス開放します。実行には root権限
が必要となります。

-v バージョン情報を表示します。

dpkeyservlist サーバーアクセスファイル

次の属性については attributes(5)のマニュアルページを参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWjwnsu

dpkeyserv(1M)

名前

形式

機能説明

オプション

ファイル

属性

関連項目

dpkeystat(1M)

システム管理コマンド 17



jserver –かな漢字変換マルチクライアントサーバー

/usr/lib/wnn/jserver [-f file] [-s file] [-h file] [-A file] [-N no] [-pno portNo]
[-L hostname] [-S loglevel] [-v] [-localhost]

jserverは、日本語入力における仮名漢字変換を、複数のユーザーに提供します。
通常システム立ち上げ時に起動されます。jserverの起動には root権限が必要にな
ります。jserverは、起動時に /usr/lib/wnn/ja_JP/jserverrcに設定された辞書を
読み込みます。jserverは、全ユーザーの頻度、登録可能辞書を一括して管理しま
す。それらの管理のためのディレクトリは jserverrc中の jserver_dirというエン
トリで指定されいます。通常、システム立ち上げ時に起動されますが、もし、マ
ニュアルで立ち上げる必要のある場合は、以下のとおりです。

svcadm enable wnn8/server

以下のオプションによって、動作を指定します。

-f file デフォルトの jserverrcの代わりに、fileを初期化ファイルとし
て読み込みます。

-s file jserverのログファイルを保存します。fileに「-」を指定した時
は、標準エラー出力に出力されます。

-h file デフォルトの hinsi.dataの代わりに、fileを品詞データファイル
として読み込みます。

-A file jserverのアクセス許可ファイルとして fileを読み込みます。

-N no デフォルトのポート番号 (22273)に noを加えた値を inet domain

の socketで接続を行なう場合の tcpのポート番号として使用しま
す。

-pno port_no デフォルトのポート番号の代わりに、portNOを inet domainの
socketで接続を行なう場合の tcpのポート番号として使用しま
す。

-L hostname ライセンスサーバー名を指定します。hostnameには、ライセン
スサーバーが起動しているホスト名が入ります。当オプション
省略時には、「dpkeyservlistでの指定」、「localhost」の順で
ライセンスサーバーを検索します。

-S loglevel ログレベルを指定し、syslogファイルにログを保存します。

-v バージョン情報を表示します。

-localhost localhostからの接続のみを受け付けます。

/tmp/jd_sockV8 UNIXドメインソケット

次の属性については attributes(5)のマニュアルページを参照してください。

名前

形式

機能説明

オプション

ファイル

属性

jserver(1M)
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属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWjwnsu

jserverrc(4)関連項目

jserver(1M)
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wnnaccess –サーバーのアクセスコントロールの設定、情報取得

/usr/sbin/wnnaccess [-D jserver_name | jserver_name:No | jserver_name/No]
[-L LANG_name] [ -| + [hostname | username]] [-v]

wnnaccessは、サーバーに対するアクセス許可情報に対して、ホスト／ユーザーの
追加／削除、現在の情報の取得、および、アクセスコントロールのオン／オフを行
います。

以下のオプションによって、動作を指定します。

-D jserver_name | jserver_name:No | jserver_name/No
接続する変換サーバーが稼働するホスト名を「jserver_name」で、ポート
を「No」で指定します。:Noと指定すると相対ポート番号となり、jserverの標
準ポート番号 (22273)にNoを加えた値をポート番号とします。例えば :1とした
場合は 22274が使用されます。/Noと指定すると絶対ポート番号となり、Noの値
をそのままポート番号として使用します。それぞれ省略時は localhostの標準
ポート (22273)が適用されます。

-L LANG_name
LANG_nameで指定した言語に対応する変換サーバーに接続します。LANG_name
省略時は、環境変数 LANGが参照されます。

-v

バージョン情報を表示します。

上記引数以外のオプションを指定せずに実行した場合、wnnaccessは現在のアクセ
スコントロールの情報を表示します。表示のフォーマットは、先頭行は、現在アク
セスコントロールがオンかオフを表します。次行以降は、アクセス許可が与えられ
ているホストとユーザーであり、そのフォーマットは以下のいずれかになります。

host–name このホストからは全ユーザーアクセス可能
です。

host–name: このホストからは全ユーザーアクセス不可
能です。

host–name:user–name,user–name, . . . このホストからは表示されたユーザーのみ
アクセス可能です。

@user–name このユーザーはすべてのホストからアクセ
ス可能です。

引数が、「-D」、「-L」、「-v」オプション以外に「-」オプションだけの場合
は、アクセスコントロールのオンを行ない、「+」オプションだけの場合は、アク
セスコントロールのオフを行います。アクセスコントロールがオフの状態では、
サーバーへの接続は制限されません。

名前

形式

機能説明

オプション

wnnaccess(1M)
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「+」オプションと「ホスト名／ユーザー名」が指定された場合は、そのホスト／
ユーザーをアクセスコントロールに追加し、「-」オプションと「ホスト名／ユー
ザー名」が指定された場合は、そのホスト／ユーザーをアクセスコントロールから
削除します。「ホスト名／ユーザー名」のフォーマットは、現在のアクセスコント
ロールの情報の表示と同じです。「-」、「+」オプションいずれも省略された場合
は、デフォルトとして「+」オプションをつけた場合と同じ動きをします。

次の属性については attributes(5)のマニュアルページを参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWjwnsu

jserver(1M)

属性

関連項目

wnnaccess(1M)

システム管理コマンド 21



wnnds – Wnn6辞書引きサーバー

/usr/lib/locale/ja/wnn/wnnds [-s file] [-A file] [-N no] [-pno port_no]

wnndsコマンドは本リリースから提供されなくなりました。

名前

形式

機能説明

wnnds(1M)
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wnnkill – Wnn6かな漢字変換サーバーの終了

/usr/sbin/wnnkill

wnnkillコマンドは本リリースから提供されなくなりました。 smf(5)の機能 "svcadm
disable wnn8/server"を利用してWnn8かな漢字変換サーバーを終了できます。

名前

形式

機能説明

wnnkill(1M)
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wnnoffline – Wnn6オフライン学習

/usr/lib/locale/ja/wnn/wnnoffline [-r file] [-l file]

wnnofflineコマンドは本リリースから提供されなくなりました。

名前

形式

機能説明

wnnoffline(1M)
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wnnsysenv_server – jserver環境設定ユーティリティー

/usr/sbin/wnnsysenv_server [-v]

wnnsysenv_serverは、Wnn8における jserverの環境設定を行います。設定した内容
は、/etc/wnn以下のファイルに保存されます。wnnsysenv_serverの起動には root権
限が必要です。

以下のオプションにより動作を指定します。

-v バージョン情報を表示します。

次の属性については attributes(5)のマニュアルページを参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWjwnsu

名前

形式

機能説明

オプション

属性

wnnsysenv_server(1M)
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wnnudmerge – Wnn6登録語自動反映モジュール

/usr/lib/locale/ja/wnn/wnnudmerge [-n] [-f file] [-j file]

wnnudmergeコマンドは本リリースから提供されなくなりました。

名前

形式

機能説明

wnnudmerge(1M)
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